
【別紙】 第 ４ 回 議会報告及び市民との意見交換における集約意見に対する対応方針について（総務分科会） 【案】 

№ 日 時 会 場 意見内容 対応方針 

54 5 月 14 日 真志喜中学校 

「宜野湾市平和な空を守る条例」制定に関する請願が

平成 31 年３月定例会で不採択となったが、理由を伺い

たい。 

【その他】 

委員会において、「抗議を行うかはその都度判断すべきものであり、

条例で行動を縛ることについては議論が必要との弁護士からの参考意

見があった。また、日米安全保障条約や日米地位協定は国家間の約

束であり、地方自治体でこのような条例を制定することはそぐわない」と

の趣旨の反対討論がなされ、それに対し、「参考人の弁護士は、条例

案に対し、法令に抵触するようなことはない旨の発言もしており、条例案

は議会で議論し変更することも可能であることから、請願を採択してい

ただきたい」との趣旨の賛成討論がなされました。その後、挙手採決の

結果、賛成少数で不採択すべきものと決定いたしました。 

 

55 5 月 14 日 真志喜中学校 

「宜野湾市平和な空を守る条例」制定に関する請願の

反対討論の中に「日米地位協定等に触れる可能性があ

るため」との内容があったが、委員会審査において参考

人の弁護士は日米安全保障条約や地位協定には抵触

しないと発言していた。どうして反対討論にそのような内

容が含まれるのか説明していただきたい。 

【その他】 

参考人として意見聴取した弁護士個人の見解としては、「条例が米軍

を拘束するものではないことから、条約に違反することはないと考える」

との意見を述べておりますが、同弁護士からは「条約等に抵触すると指

摘する方もいる可能性はある」との指摘もございました。本件の採決に

当たっては、賛成討論及び反対討論がなされ、挙手採決の結果、賛成

少数で不採択すべきものと決定いたしましたが、詳細につきましては、

市議会ホームページの会議録をご確認ください。 

56 5 月 14 日 真志喜中学校 

「宜野湾市平和な空を守る条例」制定に関する請願に

添付された条例案に不備があるのであれば、修正して

条例制定するのが議会の務めである。請願そのものを

不採択にする理由を伺いたい。 

【その他】 

 当該請願の審査においては、参考人からの意見聴取や議員間討議

を重ねた上、討論を行い、採決を行いました。討論の内容等の詳細に

つきましては、市議会ホームページの会議録をご確認ください。 



第 ４ 回 議会報告及び市民との意見交換における集約意見に対する対応方針について（総務分科会） 

№ 日 時 会 場 意見内容 対応方針 

57 5 月 14 日 真志喜中学校 

昨年の意見交換会で「市独自でマイクロバスを所有して

いただきたい」と要望したが、現在の状況はどのようにな

っているのか伺いたい。 

【申し送り】 

市当局としても必要性は認識しているとのことですが、財政的な面か

らも購入には至っていない状況にあります。これまでも多くの市民からマ

イクロバス購入について要望があることから、ご意見を市当局に申し送り

してまいります。 

58 5 月 14 日 アンケート 

「宜野湾市平和な空を守る条例」制定に関する請願に

ついて、議論が尽くされたと言っても反対の理由が語ら

れないことに市民は納得できないと思う。 

【その他】 

当該請願の審査においては、参考人からの意見聴取や議員間討議

を重ねた上、討論を行い、採決を行いました。討論の内容等の詳細に

つきましては、市議会ホームページの会議録をご確認ください。 

59 5 月 15 日 嘉数小学校 

本市は指定管理者制度を活用して行財政改革を行って

いるが、具体的な効果額等について伺いたい。 

【その他】 

 市当局に確認したところ、代表的な施設として海浜公園が平成 25～

29 年度までで１億 2,097 万円、ベイサイド情報センターが１億 247 万

1,000 円の財政効果を生んでおり、老人福祉センター２カ所について

は、平成 28 年度以降の５年間で 1,314 万 6,020 円の効果が期待できる

との答弁がございました。市議会としましては、効率的な行政運営及び

市民サービスの向上に向け、取り組みを注視してまいります。 

60 5 月 15 日 嘉数小学校 

住宅防音工事対象工事の対象区域については、昭和

56 年に指定されたと理解しているが、指定後に建築した

建物についても対象としていただきたい。 

【申し送り】 

住宅防音工事につきましては、普天間飛行場関連第一種区域に指

定された区域は昭和 56 年７月 18 日まで、第一種区域に指定された区

域は昭和 58 年９月 10 日までに建てられた住宅が対象となっておりま

す。しかし、米軍基地が市面積の約３分の１を占める本市は住宅用地が

十分でなく、また、騒音被害は市全体に及んでいることから、住宅防音

工事の対象区域の拡大及び市民が実感できる本市に特化した補償の

あり方について検討できないか市当局へ申し送りしてまいります。 



第 ４ 回 議会報告及び市民との意見交換における集約意見に対する対応方針について（総務分科会） 

  

№ 日 時 会 場 意見内容 対応方針 

61 5 月 15 日 アンケート 

普天間飛行場返還後の跡地利用について考えてほし

い。 

【参考意見】 

 普天間飛行場の跡地利用計画策定に向けては、返還後、円滑に跡

地利用を進めることができるよう、平成 15 年度から沖縄県と宜野湾市が

共同調査を実施しております。同飛行場の跡地利用は、本市のみなら

ず県全体の振興に大きく寄与するものと考えておりますことから、市議

会としても調査の動向を注視してまいります。 

62 5 月 16 日 
普天間第二 

小学校 

普天間飛行場周辺まちづくり事業で予定している交流

施設は、米軍人及び軍属との交流も含まれると伺った

が、説明いただきたい。 

【その他】 

 当該事業は、普天間飛行場の立地を前提とし、米軍人･軍属とその家

族が基地内外に居住している現状を生かし、各種交流や相互理解、地

域活性化に貢献できるまちづくりを構築することを目的としており、米軍

人及び軍属等との交流も含まれております。施設整備後は、地域で開

催されるイベントや市民の交流等、さまざまな用途で活用されるものと考

えております。 

63 5 月 16 日 
普天間第二 

小学校 

最近、騒音被害に関する訴訟で賠償金を得た地域があ

ると伺ったが、宜野湾区は対象区域に該当しないため

訴訟団に入ることができない。騒音被害は市全体に及

んでいると考えるため、対象区域を全域に広げていただ

きたい。 

【申し送り】 

 訴訟の対象区域につきましては、住宅防音工事の対象区域と関連し

ていると理解しておりますが、市当局は中部市町村会と連携して沖縄防

衛局へ対象区域の拡大を要請しており、市議会も平成 29 年９月定例会

において「住宅防音工事促進及び地デジ受信障害対策事業の予算確

保と対象地域の見直しに関する意見書」を全会一致で可決し、要請行

動も行っております。騒音被害は市全体に及ぶものであることから、住

宅防音工事の対象区域の拡大及び市民が実感できる本市に特化した

補償のあり方について検討できないか市当局へ申し送りしてまいりま

す。 



第 ４ 回 議会報告及び市民との意見交換における集約意見に対する対応方針について（総務分科会） 
№ 日 時 会 場 意見内容 対応方針 

64 5 月 16 日 アンケート 

まちづくりの具体的な展望や目的が見えにくいと感じ

た。効果等をもっと話してほしい。 

【参考意見】 

 普天間飛行場周辺まちづくり事業につきましては、本市の２カ所の商

業地域である普天間地区及び真栄原地区を市道宜野湾 11 号で連携さ

せることにより両地区に交流拠点の形成を図るものでございますが、両

地区の整備による波及効果も期待できると考えております。次回以降の

議会報告において、具体的な説明ができるよう取り組んでまいります。 

65 5 月 17 日 
社会福祉 

センター 

普天間飛行場周辺まちづくり事業の経済効果及び西普

天間住宅地区周辺の駐車場整備計画について伺いた

い。 

【その他】 

 普天間飛行場周辺まちづくり事業による経済効果につきましては、現

在のところ試算できておりませんが、本市の両端である普天間地区及び

真栄原地区を整備し、市道宜野湾11号で連携することにより、本市のさ

らなる発展につながるものと考えております。西普天間住宅地区周辺の

駐車場整備につきましては、現在、需要調査を行っているところであり、

その結果を受けて今後検討がなされるものと考えております。 

66 5 月 17 日 
社会福祉 

センター 

普天間飛行場周辺まちづくり事業の普天間地区につい

て、米軍人及び軍属との交流が含まれているのか伺い

たい。 

【その他】 

同事業の目的には米軍人及び軍属等との交流も含まれております。

施設整備後は、地域で開催されるイベントや市民の交流等、さまざまな

用途で活用されるものと考えております。 

67 5 月 17 日 
社会福祉 

センター 

普天間中学校区は門前町の整備、嘉数中学校区は真

栄原地区の整備、真志喜中学校区はトロピカルビーチ

やコンベンションセンターなどが立地しているが、宜野

湾中学校区ではそれらの事業に相当するようなまちづく

り計画はないか。 

【その他】 

 市当局に確認したところ、宜野湾中学校区を含む本市東側には市役

所庁舎や中央公民館、赤道老人福祉センター、社会福祉協議会等が

整備されており、市全体のバランスを鑑みて配置しているとの答弁がご

ざいました。本市東側には、沖縄国際大学も立地していることから、大

学と連携した取り組みについても期待できると考えており、市議会として

もさらに魅力あるまちづくりに向けて取り組んでまいります。 



第 ４ 回 議会報告及び市民との意見交換における集約意見に対する対応方針について（総務分科会） 

 

№ 日 時 会 場 意見内容 対応方針 

68 5 月 17 日 
社会福祉 

センター 

昨年の議会報告で波力発電についての報告があった

が、現在はどのようになったのか知りたい。 

【その他】 

 新型波力発電装置の実証実験につきましては、現在、岩手県久慈市

に１号機が設置されており、今後、神奈川県平塚市に２号機が設置予

定となっております。本市西海岸への設置につきましては、具体的な進

展はございませんが、候補地の一つとなっているとの説明もございまし

たことから、市議会としても動向を注視してまいります。 

69 5 月 17 日 アンケート 

市役所前の市民広場に 2,000万円もの警備予算は必要

ない。議員の多数決で決めるのはおかしい。無駄遣い

はやめてほしい。 

【参考意見】 

 平成 31 年３月定例会において、議案第９号平成 31 年度宜野湾市一

般会計予算が審議され、市民広場駐車場の警備委託料 1,272 万 4,000

円を含む組み替え動議が提案されました。警備委託料を削除し、マイク

ロバスの購入に充てるべきとの趣旨の賛成討論に対し、平成 24 年に警

備上の理由により米軍が閉鎖した経緯があり、年間 15 万人の利用者へ

の影響ははかり知れないとの趣旨の反対討論がなされ、賛成少数で組

み替え動議が否決され、賛成多数で原案可決となった経緯がございま

す。一般会計予算審議において、市長は、警備委託料について米軍と

協議し、取り組んでまいりたいとの答弁も行っており、市議会としても動

向を注視してまいりたいと考えております。 


